
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバックの方法

961－ －

講義名 教養特講Ⅰ（英語へのいざない）

上野 輝夫／山本　勝巳担当教員

2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

この科目は教員との実践的なコミュニケーションとともに資格試験向けのオンライン教材の利用を組み合わせた講義によって、今後の大学生活において必要となる自ら学ぶ力を育むことを目標とする。

到達目標

この科目を履修することで、受講生は基本的な文法を適切に用いて英語話者と日常的なやり取りができるようになる。

提出課題

オンラインまたは紙ベースでの課題提出を求めることがあります。オンライン活動は適宜チェックされます。

履修にあたっての注意・助言他

授業への参加（70%）とオンライン課題の達成率（30%）で評価します。

評価の基準

授業には積極的に参加してください。英語の基礎力（語彙および文法）を高めるよう努力してください。
規定以上の回数欠席すると単位が認定されません。出席管理は自分で行うこと。
講義外での学習・練習も必要です。
English Day!についても一部予習時にオンラインで解答する練習問題があります。スムーズに授業に入れるように必ず前もって解答しておいてください。なお、English Day!の授業は原則英語で行います。
答えや発言を求められた際は、文法的な誤りは気にせず、brokenでも発音に自信がなくてもとにかく英語を口にしてみることが大切です。一所懸命に分かってもらおうと話せば、相手も想像力を駆使して理
解しようと努めてくれるでしょう。そこにコミュニケーションが成立します。また、これが、外国語上達の第一歩だと思い、頑張ってください。

ナンバリング・コ
ード履修開始年次 １年生

教科書
.オンライン教材（有料・初回講義で指示）.

その他

授業中に適宜資料を配布します。

.English Day!. Robert Hickling 金星堂 2090 9784764741690

1. Guidance・Self-introductions
2. English Day1 Unit 1
3. English Day1 Unit 2
4. English Day1 Unit 3
5. English Day1 Unit 4
6. English Day1 Unit 5
7. English Day1 Unit 6
8. English Day1 Unit 7
9. English Day1 Unit 8
10. English Day1 Unit 9
11. English Day1 Unit 10
12. English Day1 Unit 11
13. English Day1 Unit 12
14. English Day1 Unit 13
15. English Day1 Units 14-15

授業計画

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

予習復習とオンライン課題に4時間

授業形態

１．オンライン教材：　受講生の進捗に応じてフィードバックを行います。やりとりはまず口頭で行い、次に板書します。その後に答え合わせや説明を加えます。
２．English Day!:　予習時にオンラインで解答した練習問題を英語で解説をします。

　 ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

授業外でオンライン教材を各自のペースで進める。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

この科目を履修することで、受講生は日本語だけでなく英語も使って「誰とでもしっかり言葉を交わすことができる」ようになる。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.なし.

前期 木曜日 ４時限

参考図書




